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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の内部に光学系が形成されている画像表示装置であって、前記光学系を構成する反
射光学素子が前記筐体の一部を構成しており、前記反射光学素子は、ダイクロイック膜又
は偏光分離膜と、該ダイクロイック膜又は偏光分離膜を透過した光束を吸収する母材とを
備えており、前記筐体の外周に配置されている前記母材を冷却風によって冷却するファン
を有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　筐体の内部に光学系が形成されている画像表示装置であって、前記光学系を構成する反
射光学素子が前記筐体の一部を構成しており、前記反射光学素子は、ダイクロイック膜又
は偏光分離膜と、該ダイクロイック膜又は偏光分離膜を透過した光束を透過させる母材と
を備えており、前記反射光学素子を透過した光束を吸収する吸収部材と、該吸収部材を冷
却風によって冷却するファンを有することを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
　前記光学系は、光源からの光によって画像表示素子を照明する照明光学系であることを
特徴とする請求項１又は２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項に記載の画像表示装置と、該画像表示装置に画像情報を
供給する画像供給装置とを有することを特徴とする画像表示システム。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、少なくとも反射光学素子を含む光学系を備えた光学ユニットに関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】
液晶プロジェクター等の画像表示装置に用いられる光学ユニットには、図３に示すような
構成のものがある。なお、この構成は、特開平２０００－１９６３４号公報にて提案され
ているものである。
【０００３】
　照明光源１０３を射出した照明光は、ダイクロイックミラー１０４，１４０を含むミラ
ー群１０４，１０５，１４０，１５０～１５３によってＲＧＢの各色光に分解され、レン
ズ１０９を通じて液晶パネル１１０～１１２に導かれる。そして、液晶パネル１１０～１
１２によって変調された各色画像光は、色合成プリズム１０２によって色合成され、投写
レンズ１０６から不図示のスクリーン等に投写されてカラー画像を形成する。
【０００４】
光源１０３から投写レンズ１０６に至るまでのＲＧＢの各色光の光路長は、互いに略等し
くなるように構成されている。また、上記ミラー群はすべて光学筐体１０１に内包されて
固定配置されている。
【０００５】
なお、この例の他にも、米国特許５６５１５９９号、同５６７６４４２号および特公平７
－１５５３７号などの公報に液晶プロジェクターの構成が開示されているが、いずれの構
成でも、光学筐体内にミラー群（反射光学素子）を収納保持している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記のように光学ユニットの筐体を一体的に箱状に形成し、この筐体の
内部にすべての反射光学素子を収納保持する構成では、液晶パネルや色合成プリズム等を
取り囲むように反射光学素子が配置されることが多く、反射光学素子を配置する体積を確
保するために、筐体に光学系の大きさよりもひと回り大きい体積を持たせる（寸法公差の
関係で筐体と反射光学素子との間に隙間を空けておく）必要がある。したがって、光学ユ
ニットが大型化し、これを備えた画像表示装置も大型化するという問題がある。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本発明の一側面としての画像表示装置は、筐体の内部に光学系が形成されている画像表
示装置であって、前記光学系を構成する反射光学素子が前記筐体の一部を構成しており、
前記反射光学素子は、ダイクロイック膜又は偏光分離膜と、該ダイクロイック膜又は偏光
分離膜を透過した光束を吸収する母材とを備えており、前記筐体の外周に配置されている
前記母材を冷却風によって冷却するファンを有することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の別の側面としての画像表示装置は、筐体の内部に光学系が形成されてい
る画像表示装置であって、前記光学系を構成する反射光学素子が前記筐体の一部を構成し
ており、前記反射光学素子は、ダイクロイック膜又は偏光分離膜と、該ダイクロイック膜
又は偏光分離膜を透過した光束を透過させる母材とを備えており、前記反射光学素子を透
過した光束を吸収する吸収部材と、該吸収部材を冷却風によって冷却するファンを有する
ことを特徴とする。
【００１４】
【発明の実施の形態】
図１には、本発明の実施形態である、液晶プロジェクター（画像表示装置）に備えられる
光学ユニットの構成を示している。
【００１５】
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この図において、１はメタルハライドランプや水銀ランプなどの光源ランプであり、２は
放物面や楕円体面からなるリフレクターである。
【００１６】
３は第１のレンズアレイ３１と第２のレンズアレイ３２からなるインテグレーターであり
、４は複数の偏光分離面４１とこの偏光分離面４１に対応した複数の反射面４２と複数の
位相板４３とからなる偏光変換素子である。
【００１７】
５は青反射ダイクロイックミラー５１および赤透過ダイクロイックミラー５２からなる色
分解系であり、６は偏光変換素子４からの拡散光を液晶表示パネル（画像表示素子：以下
、液晶パネルという）１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ上に集光するための集光レンズである。本
実施形態では、集光レンズ６を凹レンズ６１，６２と共に用いることにより光路長を圧縮
している。また、７１は平面ミラーであり、７２は平面ダイクロイックミラー（反射光学
素子）である。
【００１８】
平面ダイクロイックミラー７２は、透明ガラス母材に青反射のダイクロイック膜を蒸着し
て作られたものである。なお、ダイクロイック膜に代えて偏光分離膜を形成してもよい。
【００１９】
８はリレー系であり、内側に２つの凹面鏡（反射面）を有するモールドリレーミラー（反
射光学素子）８１と、このモールドリレーミラー８１に対向配置されたミラー８２とから
反射光学系として構成されている。
【００２０】
　モールドリレーミラー８１は、不透明のポリカーボネイト樹脂により成形された母材部
品（素子本体）の２つの凹面部分を鏡面加工し、これら凹面部分にダイクロイック膜を蒸
着して作られている。これらダイクロイック膜は、赤波長域の光を反射するとともに、赤
波長域より長波長側の光を透過させる。そして、ダイクロイック膜を透過した非赤成分光
は、母材部品にて熱になる。
【００２１】
なお、モールドリレーミラー８１を、上記凹面部分に偏光分離膜を蒸着して作るようにし
てもよい。
【００２２】
　９Ｇ，９Ｂは照明光（緑波長域の光および青波長域の光）を液晶パネル１０Ｇ，１０Ｂ
に集光するためのコンデンサーレンズである。なお、液晶パネル１０Ｒは赤色用の液晶パ
ネル、液晶パネル１０Ｇは緑色用の液晶パネル、液晶パネル１０Ｂは青色用の液晶パネル
である。
【００２３】
１１は色合成プリズムであり、その内部には、互いに異なる波長域の光を反射して他を透
過させる２つのダイクロイック膜が形成されている。この色合成プリズム１１は、基本的
には３ＣＣＤカメラ用のいわゆる３Ｐプリズムと同様のプリズム構成を投影用に用いたも
のである。但し、本実施形態では、加工性を考慮して４つのプリズムを結合して色合成プ
リズム１１を構成している。
【００２４】
１２は正の屈折力を有し、色合成プリズム１１から射出した色合成画像を拡大して不図示
のスクリーン等に投写する投写レンズである。
【００２５】
１３は色合成プリズム１１および投写レンズ１２を固定保持するベースマウント部材であ
る。
【００２６】
以上の各構成要素は、筐体１４に固定保持されている。筐体１４は、不飽和ポリエステル
にガラスを添加した材料を使用した成形品である。この筐体１４には開口部１４１，１４
２が形成されており、これら開口部１４１，１４２の周囲部分にはそれぞれ、平面ダイク
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ロイックミラー７２およびモールドリレーミラー８１が開口部１４１，１４２を塞ぐよう
に固定保持されている。また、平面ミラー７１は、筐体１４の内側に固定されている。
【００２７】
なお、平面ダイクロイックミラー７２は、ガタ取り用に弾性スペーサを光路外周の差し込
み部に固着したのち、筐体１４における開口部１４１の内側面に形成された溝部に挿入さ
れることで筐体１４に固定される。
【００２８】
モールドリレーミラー８１は、筐体１４における開口部１４２の周囲部分に対し、位置決
め可能に結合固定される。なお、モールドリレーミラー８１の位置決め方法としては、筐
体１４における開口部１４２の外周に嵌合溝（入れ子形状部）８３を形成し、対応する形
状を有するモールドリレーミラー８１を嵌合させることにより筐体１４に固定される。こ
の際、モールドリレーミラー８１に形成されたダボを筐体１４に形成された位置決め穴８
４に嵌合させることにより、モールドリレーミラー８１が筐体１４に対して位置決めされ
る。
【００２９】
　但し、モールドリレーミラー８１に形成された位置決め穴に筐体１４に形成されたダボ
を嵌合させるようにして位置決めを行ってもよいし、モールドリレーミラー８１と筐体１
４とを不図示の工具で保持して両者の位置合わせを行ってもよい。そして、モールドリレ
ーミラー８１と筐体１４との位置決め後、ビス止め、ＵＶ硬化型，エポキシ系およびシア
ノボンドなどの接着、熱溶着、クリップバネ８５などの板バネあるいはピアノ線を用いバ
ネ加圧固定といった固定方法を単独あるいは複数使用してモールドリレーミラー８１を筐
体１４に位置決め固定する。
【００３０】
以上のように構成される光学ユニットにおいて、光源ランプ１（およびリフレクタ２）か
ら射出した白色照明光は、平面ミラー７１で反射して、偏光変換素子４を通じて色分解系
に入射する。
【００３１】
青反射ダイクロイックミラー５１に入射した照明光のうち、青色光成分はこの青反射ダイ
クロイックミラー５１にて反射し、他の色光成分は青反射ダイクロイックミラー５１を透
過する。青反射ダイクロイックミラー５１にて反射した青色光成分は、平面ミラー７２で
反射してコンデンサーレンズ９Ｂで集光され、青色用液晶パネル１０Ｂを照明する。
【００３２】
また、青反射ダイクロイックミラー５１を透過した色光成分は、赤透過ダイクロイックミ
ラー５２に入射する。赤透過ダイクロイックミラー５２に入射した色光成分のうち緑色光
成分は、この赤透過ダイクロイックミラー５２にて反射し、コンデンサーレンズ９Ｇで集
光されて緑色用液晶パネル１０Ｇを照明する。
【００３３】
　さらに、赤透過ダイクロイックミラー５２を透過した赤色光成分は、モールドリレーミ
ラー８１の第１の凹面鏡（ダイクロイック膜）で反射し、対向ミラー８２の凹面鏡で反射
し、さらにモールドリレーミラー８１の第３の凹面鏡（ダイクロイック膜）で反射して赤
色用液晶パネル１０Ｒを照明する。
【００３４】
そして、各液晶パネル１０Ｂ，１０Ｇ，１０Ｒにて変調されこれら液晶パネル１０Ｂ，１
０Ｇ，１０Ｒを透過した各色画像光成分は、色合成プリズム１１内で合成され、投写レン
ズ１２を通じて色合成画像光として射出される。
【００３５】
ここで、モールドリレーミラー８１は、その外表面（ダイクロイック膜とは反対側の表面
）が筐体外面に露出するように筐体１４に固定されることによって、それ自体が筐体の一
部をなす。言い換えれば、筐体に一体的に反射光学素子としてのダイクロイック膜を形成
したことと同じになる。
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【００３６】
　また、平面ダイクロイックミラー７２も、その外表面（ダイクロイック膜とは反対側の
表面）が筐体外面に露出するように筐体１４に固定される。
【００３７】
　つまり、モールドリレーミラー８１や平面ダイクロイックミラー７２の外側が筐体１４
で覆われていないので、これらミラーを筐体で隙間を空けて覆う従来の場合に比べて光学
ユニットを小型化することができる。
【００３８】
しかも、モールドリレーミラー８１の母材部分は、２つのダイクロイック膜の形状（凹面
）に沿う形に形成してモールドリレーミラー８１を最小形状化しているので、光学ユニッ
トのより小型化を図ることができる。
【００３９】
　なお、平面ダイクロイックミラー７２およびモールドリレーミラー８１を筐体１４の開
口部１４１，１４２を塞ぐよう固定することで、平面ダイクロイックミラー７２、モール
ドリレーミラー８１および筐体１４によって囲まれる空間内に、外部からの光の侵入を遮
断した、液晶パネル１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの照明系の光路を形成することができる。
【００４０】
また、不透明母材を用いたモールドリレーミラー８１を上記のように筐体外面に露出する
位置に固定することにより、ダイクロイック膜（又は偏光分離膜）を透過した光を母材部
分で直接吸収させることができる。したがって、不要光処理に伴って発生した熱を筐体外
部に効率良く伝達することができる。
【００４１】
　ここで、不透明母材を用いたミラー部材を筐体内部に密封する構成では、ミラー部材に
て発生した熱によりミラー部材が温度上昇し、母材とミラー膜（ダイクロイック膜又は偏
光分離膜）との密着強度に劣化が生じ、信頼性が低下するおそれがあるが、本実施形態に
よれば、筐体外周を流れる空気によるモールドリレーミラー８１の冷却効果を容易に得る
ことができ、信頼性を高めることができる。
【００４２】
このため、モールドリレーミラー８１の母材として樹脂はもちろん、金属も問題なく使用
できる。
【００４３】
なお、モールドリレーミラー８１の母材にポリカーボネイトを用いる場合に、その素材色
は無色であるため、これを不透明化するに際してカーボンを添加することで、可視領域光
を効率良く吸収できるようになり、母材強度も改善する。このようなモールドリレーミラ
ー８１を用いることで、一層効果的に外形寸法の小型化と放熱とを行うことができる。
【００４４】
　一方、平面ダイクロイックミラー７２については、筐体外面に露出する位置に固定する
ことにより、青色光以外の長波長域の光が、平面ダイクロイックミラー７２の透明ガラス
母材および開口部１４１を通って筐体１４外に出射する。このため、光学ユニットとして
は、平面ダイクロイックミラー７２における不要光による発熱を抑えることができる。
【００４５】
図２には、上記光学ユニットを備えた液晶プロジェクターの全体構成を示している。
【００４６】
この図において、１５は上記光学ユニット１７を収容するプロジェクター筐体であり、１
６は投写スクリーンである。プロジェクター筐体１５は、箱形に形成されており、マグネ
シウム合金を用いて作られている。このプロジェクター筐体１５には、吸気ファン１９ａ
と排気ファン１９ｂとが取り付けられており、プロジェクター筐体１５内の冷却を効率良
く行わせるようにしている。
【００４７】
また、本プロジェクターは、不図示の電源系、ランプバラスト、画像・音声入出力回路、
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画像処理回路、液晶駆動回路、音声処理回路、スピーカー、操作スイッチ等を有して構成
されており、テレビ・ビデオ・コンピュータ等の画像供給装置からの画像情報を投写スク
リーン１６に拡大投影する表示装置として用いられる。
【００４８】
また、本プロジェクターでは、光学ユニット１７の平面ダイクロイックミラー７２を透過
して光学ユニット１７外に射出させた不要光を、吸気ファン１９ａから排気ファン１９ｂ
への空気の通路に設けた金属板（例えば、電源ユニットのアルミケースやアルミ又はマグ
ネシウム合金などの軽合金製の部品）１８に当てるようにしている。
【００４９】
この金属板１８には、反射防止処理として黒色塗料が塗布されている。金属板１８に当た
った不要光は熱に変換され、外界へ放熱される。
【００５０】
従来は、平面ダイクロイックミラー７２に相当するミラーを透過した不要光を光学ユニッ
トの筐体内壁に当てて吸収および放熱を行っていたため、冷却効率があまり良くなかった
が、本実施形態によれば、不要光の吸収および放熱を効率良く行うことができる。
【００５１】
また、ガラス母材での非可視紫外線領域での吸収（低い分光透過率）特性を生かし、平面
ダイクロイックミラー７２のガラス母材として、液晶物性に悪影響のある分光成分に対す
る吸収率の高いガラス材料を選定することも可能である。この場合、ガラス母材の裏面側
（ダイクロイック膜面とは反対側）にミラーコートを施すことで、ダイクロイック膜を透
過した不要光がガラス母材中を反射進行し、ミラー母材の外部への放熱と光出射処理とを
同時に行うことができる。
【００５２】
この場合、透過光がガラス母材中を反射進行するため、光吸収量に比例するガラス板厚は
、フィルターとして単純に光路直交に挿入配置する場合より、同一光透過距離あたりで薄
肉で済む。そして、これにより、必要なガラス材料が減少し、低価格化および軽量化を図
ることができる。
【００５３】
なお、上記実施形態では、画像表示装置に用いる光学ユニットについて説明したが、本発
明の光学ユニットは画像表示装置以外にも用いることが可能である。また、液晶パネル以
外の画像表示素子を用いることも可能である。
【００５４】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明では、反射光学素子が筐体の一部を構成することによって
、筐体の小型化を図ると共に、反射光学素子のダイクロイック膜又は偏光分離膜を透過し
た光束を母材で吸収し、または母材を透過した光束を吸収部材により吸収し、該母材また
は吸収部材を冷却風で冷却することによって、不要光による発熱を効率的に放熱すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態である光学ユニットの構成図である。
【図２】上記光学ユニットを備えた液晶プロジェクターの構成図である。
【図３】従来の光学ユニットの概略構成図である。
【符号の説明】
１　光源ランプ
２　リレクター
３　インテグレーター
４　偏光変換素子
５　色分解系
５１，５２　ダイクロイックミラー
６　集光レンズ



(7) JP 4708537 B2 2011.6.22

10

７１　平面ミラー
７２　平面ダイクロイックミラー
８　リレー系
８１　モールドリレーミラー
９Ｇ，９Ｂ　コンデンサーレンズ。
１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ　液晶表示パネル
１１　色合成プリズム
１２　投写レンズ
１３　ベースマウント部材
１４　筐体
１５　プロジェクター筐体
１６　投写スクリーン
１７　光学ユニット
１８　電源ユニット
１９ａ，１９ｂ　ファン

【図１】 【図３】
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